家庭礼拝　2012年3月14日　マルコ7章1－23　昔の人の言い伝え
　賛美歌297　栄えの主イエスの　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌298　ああ主はたがため
起

今日の聖書の箇所の小見出しは、昔の人の言い伝え、となってその言い伝えをどのように守るのがいいのか悪いのかという論争になっています。そしてその中身は大きく3つに分かれており、汚れた手で食事をすることと、コルバンの話と、人を汚すものの話です。この汚すという字ですが、聖書の中では汚すと読む場合と穢すと読む場合と二種類あって厄介です。汚すと穢すでは何が違うのかというと、汚すは外面的なものであり、洗えばとれるようなものです。穢すは、どちらかというと内面的なものであり、清めや祓いによってとることのできるものです。今日のテーマのもっと深いところは穢れと清めというテーマです。何が穢れであるのかの認識の違いが大きく現れてきているのです。
穢れも汚れも、宗教的な意味では聖なるものの反対のものです。この概念は、ほとんどの宗教が持っている概念です。日本では、この汚れや穢れを取り除く清めとして、禊（みそぎ）や祓いという儀式が行われます。汚れや穢れは病気のようにそれに触れるとうつるのです。ですから、それが自分に入ってこないように人々は、熱心にそれに近づかないようにしたり、清めたりしているのです。この汚れや穢れの下にあるものは死に対する恐怖です。死に取り付かれないようにすることなのです。特に神道では、この意識が強く、葬儀は神社の中では行いません。基本的に各個人の家で行うのです。そして、忌中の人すなわち穢れている人々は、神社の聖域には入れないのです。一方、仏教では、死に対してそのような穢れの意識はありません。ですから仏教ではお寺で葬儀を行うのです。
ユダヤ教では、この汚れ穢れに対する意識は強いものがありました。特に特徴的なことは食物に対するタブー、穢れでした。この考え方は、イスラム教、ヒンズー教、仏教にまで影響を及ぼしたといわれています。ユダヤ教では、何が汚れ、何が穢れているのかを律法で細かく規定したのです。そしてその清めの方法をもいろいろと律法において規定したのです。

世界中の宗教の中で、汚れや穢れの対象となるものは、代表的なものでは、死、病気、怪我、女性などです。具体的には排泄物、腐敗物、血液、体液、月経、出産、特定の動物、特定の食物、外国人、異民族、特定の職業、体の一部などです。この考え方はユダヤ教においてもそう大きく異なるものではありません。人類の祖先が、これらを穢れたもの、汚れたものとして、それに触れると清いものから締め出されて、死に近づくとされてきたわけです。ですがこれらのことは、怖れに基づいたものであり、それほど根拠のあるものではありません。ですから、その理由も分からず、ただ昔からの言い伝えとして、それをしっかりと守ってきたのです。言うまでもなく、それを守らせているのは、死への恐怖、神の裁きへの恐怖なのです。
これに対して、イエス様は驚くべきことを言ったのです。今日の聖書の箇所を、今の私たちが読んでもそれほど驚くべきことでも、革命的なこととも思いません。ごく当たり前のことの様に思います。ですが、当時の考え方からすれば、天地がひっくり返るほどの衝撃的な考え方だったのです。これだけでも、イエス様は、十字架にかけられるに値すると思われたかもしれません。この時代の考え方、感じ方というものをしっかり受け止めながら、今日の聖書を読んでみたいと思います。
承

その聖書の箇所には、まずこのように書かれています。1節と2節です。
マコ 7:1　ファリサイ派の人々と数人の律法学者たちが、エルサレムから来て、イエスのもとに集まった。

マコ 7:2　そして、イエスの弟子たちの中に汚れた手、つまり洗わない手で食事をする者がいるのを見た。

　イエス様のもとに、ファリサイ派の人々と数人の律法学者達がわざわざエルサレムからやってきたというのです。これらの人々は決して、イエス様の教えを聞きに来たわけではありません。イエス様が、律法に反しているようだ、悪霊に取り付かれているのかもしれない、といううわさを聞いて、中央から派遣されて、イエス様たちの行っていることを調べに来たのです。もともとファリサイ派の人々はすでにイエス様を殺そうとさえ思っている人々です。それに、律法学者を加えて、一応客観的に、イエス様の言動に問題は無いか、調べに来ているのです。そしてそれらの人々が最初に発見したのは、イエスの弟子達の中に汚れた手、つまり洗わない手で食事をするものがいるのを見たのです。まずは、律法に反する行為を見つけたのです。まるで、警察官が犯罪行為を見つけるような見つけ方です。そしてここから、5節のなぜそのようにするのかという、問いに直接繋がるのですが、この間に注釈を入れたのが3節と4節です。これは、ユダヤ教やユダヤ人の習慣についてあまり知らない、外国人のためにこのような注釈を入れたのだといわれています。3節4節を読んでみると、
マコ 7:3　――ファリサイ派の人々をはじめユダヤ人は皆、昔の人の言い伝えを固く守って、念入りに手を洗ってからでないと食事をせず、

マコ 7:4　また、市場から帰ったときには、身を清めてからでないと食事をしない。そのほか、杯、鉢、銅の器や寝台を洗うことなど、昔から受け継いで固く守っていることがたくさんある。――

　ユダヤ人は皆、昔の人の言い伝えを堅く守って、念入りに手を洗ってから食事をしたようです。特にファリサイ派の人々はそれを厳格に守っていたようです。それは、必ずしも衛生のためではなく、宗教的に穢れが口を通して体の中に入らないようにするためでした。またそれだけではなく、市場から帰ったときには、身を清めてからでないと食事をしませんでした。市場で、どんな穢れに触れているか分からないからです。それ以外にも私たちにはとても理解できないようなものを洗って清めるということが、昔から受け継がれ、それを堅く守っていたのです。
　この穢れに対する恐れは、非常に強いもので、昔のユダヤ人たちは、ユダヤ人たちが穢れた食べ物としている、豚肉を敵の異邦人に無理やり食べさられようとされたとき、穢れるよりはむしろ死を選んだそうです。穢れることは死よりも恐ろしかったのです。さて、再び本題に戻ります。5節から8節です。
マコ 7:5　そこで、ファリサイ派の人々と律法学者たちが尋ねた。「なぜ、あなたの弟子たちは昔の人の言い伝えに従って歩まず、汚れた手で食事をするのですか。」

マコ 7:6　イエスは言われた。「イザヤは、あなたたちのような偽善者のことを見事に預言したものだ。彼はこう書いている。『この民は口先ではわたしを敬うが、／その心はわたしから遠く離れている。

マコ 7:7　人間の戒めを教えとしておしえ、／むなしくわたしをあがめている。』

マコ 7:8　あなたたちは神の掟を捨てて、人間の言い伝えを固く守っている。」

　　イエス様は、その人々がイエス様の話を聞きに来たのではなく、イエス様の言動を監視し、小さな出来事をあげつらうために来ていることを知っていたのです。ファリサイ派の人々と律法学者たちが「なぜ、あなたの弟子たちは昔の人の言い伝えに従って歩まず、汚れた手で食事をするのですか。」と尋ねると、いきなりその人々に一撃を加えました。それは、その人々の偽善を見抜いたからでした。それは、人間の戒めを教えとして教え、むなしく神様をあがめているからでした。そして、イエス様は「あなたたちは神の掟を捨てて、人間の言い伝えを固く守っている。」と言ったのです。本来は、神の掟を守るためになされていた、言い伝えが、いつの間にか人間の言い伝えのみを固く守って、神様の掟を捨てていたのです。これは組織的宗教では良く起こることです。注意しなければならないことです。組織的宗教は、全員を束ねるために、型にはめようとするのです。それがいつの間にか型にはめることが目的となって、神様のことを忘れ去ってしまうのです。これを免れるためには、私たちは型にはまった教えを守るのではなく、一人ひとりが、神様のみ前に立って、御心を聞くことが大切なのです。一度、そのような型にはまった考え方を振り降ろすことが必要なのかもしれません。
転
イエス様は、そのような偽善的な信仰心において、特に我慢のならないものがあったようです。それがコルバンの話です。コルバンというのは、これは神様にお捧げいたしますと約束したものです。そのように約束したものは、そのときからすでに神様のものとなってしまいます。もう自分達では自由にならなくなるのです。それを勝手に処理するのは、神様のものを盗むことになるからです。このコルバンの考え方そのものは間違っていないのですが、それを悪用するものがいたのです。なおかつ、それを律法学者やパリサイ人達が、そのような悪知恵をつけて、父母に何も与えず、食事すらも与えないようなことがあったというのです。それが、9節から13節です。
マコ 7:9　更に、イエスは言われた。「あなたたちは自分の言い伝えを大事にして、よくも神の掟をないがしろにしたものである。

マコ 7:10　モーセは、『父と母を敬え』と言い、『父または母をののしる者は死刑に処せられるべきである』とも言っている。

マコ 7:11　それなのに、あなたたちは言っている。『もし、だれかが父または母に対して、「あなたに差し上げるべきものは、何でもコルバン、つまり神への供え物です」と言えば、

マコ 7:12　その人はもはや父または母に対して何もしないで済むのだ』と。

マコ 7:13　こうして、あなたたちは、受け継いだ言い伝えで神の言葉を無にしている。また、これと同じようなことをたくさん行っている。」

　イエス様は、このことをとても怒っているように思えます。それは、神様の教えは「父と母を敬え」ということなのに、自分達の言い伝えの方を大事にして、その父と母に、あなた方に差し上げられるものは何もありませんといって、敬うどころか神様の名を使って虐待している、神の言葉を無にしているといっているのです。その言い伝えの方法というのが、コルバンということです。例えば、父と母とに差し上げるものはすべてコルバンとします、といえば、父と母とに差し上げるものは何もなくなるのです。すべて神に捧げる約束をしたものであると言うことになるのです。このような言い訳の方法を、あなた達律法者やパリサイ人達は人々に教えて、父と母を敬えなくしているというのです。イエス様は、あなた達は、このようにして、言い伝えの言葉で、神の言葉を無にしているといっているのです。そしてこれだけではなく、同じようにして、人が作った言い伝えの言葉で、神の言葉を無にしていることがたくさんある、といっているのです。そして、イエス様は突然不思議なことを言いました。これは当時の人々には理解できる言葉ではありませんでした。14節15節です。
マコ 7:14　それから、イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「皆、わたしの言うことを聞いて悟りなさい。

マコ 7:15　外から人の体に入るもので人を汚すことができるものは何もなく、人の中から出て来るものが、人を汚すのである。」†

　　イエス様の言葉は、外から人の体に入るものは人を汚すことなく、人の中から出てくるものが人を汚すといったのです。ユダヤ人たちは、律法によって、自分達を汚すものが何であるかを知っていました。それらは皆、外から体に入ってくるものばかりでした。そして、ユダヤ人の中には、それに命を架けてさえも、その穢れから守ろうとした人々さえいたのです。それなのに、外から入ってくるもので人を汚すものはないとは一体どういうことなのだろうと弟子達も不思議に思いました。この言葉は、今の私達には特に驚くものでなくとも、当時のユダヤ人にとっては革命的な言葉だったのです。律法の知識を根底から覆すようなものだったのです。そこで、弟子達は、後でイエス様にこの事を尋ねたのです。18節から23節です。
マコ 7:18　イエスは言われた。「あなたがたも、そんなに物分かりが悪いのか。すべて外から人の体に入るものは、人を汚すことができないことが分からないのか。

マコ 7:19　それは人の心の中に入るのではなく、腹の中に入り、そして外に出される。こうして、すべての食べ物は清められる。」

マコ 7:20　更に、次のように言われた。「人から出て来るものこそ、人を汚す。

マコ 7:21　中から、つまり人間の心から、悪い思いが出て来るからである。みだらな行い、盗み、殺意、

マコ 7:22　姦淫、貪欲、悪意、詐欺、好色、ねたみ、悪口、傲慢、無分別など、

マコ 7:23　これらの悪はみな中から出て来て、人を汚すのである。」

　　イエス様は、すべて外から人の体に入るものは、人を汚すことができないのかがわからないのか、といいました。この外から人の体に入るものにもいろいろあるのですが、イエス様の特に言おうとしたのは主に食物規定で禁じられているもの関係のようです。それは19節に、こうして、すべての食べ物は清められる、と書かれているからです。そこには、手が汚れているために、穢れてしまうような事も含まれるのだと思います。それらのものは、体の中を通ることによって清められるのだといっています。
イエス様の言おうとしているのは、そんなことよりも、人から出てくるもの、心から出てくるものこそ人を汚す、ということです。人間の心から出る悪い思いが、その人を汚すといっているのです。その悪い思いというのは、みだらな行い、盗み、殺意、姦淫、貪欲、悪意、詐欺、好色、ねたみ、悪口、傲慢、無分別などであるというのです。イエス様は、外面的な手が汚れていることを指摘して、どうして手を洗わないのかという律法学者やパリサイ人たちの悪い思いのほうがずっと自分を汚しているではないのか。それが分からない律法学者やパリサイ人達は偽善者であり、穢れたものではないかといっているのです。私達も、この悪いもののリストに、ほとんど該当するのではないでしょうか。私達の悪い思いが私達を穢していることを知らなくてはなりません。私達もパリサイ人達と変わるものではありません。
結

私達の信仰も、いつの間にか型にはまった言い伝えの信仰の内にあることを知らなければなりません。信仰歴が長いほど、そのような観念にとらわれるのです。良い信仰者は、毎週礼拝を守り、聖書をよく読み、よくとりなしの祈りをするものだという考え方に何の疑いも抱かずに、従っているのです。そして、それからそれる人々がいると、あからさまに言わなくても裁いてしまっていることがあるものです。イエス様の伝えようとしていることは、そのような形式的なものではなく、本当に神様を崇めることであり、御心に従うことなのです。神を愛し、隣人を愛することなのです。人を穢すものは人の心です。その心が汚れていたら、いくら外面をきれいにしても、型どおり守っていたとしても、それは、決して、清い行いとはならないのです。イエス様は、私達の内面が清いものとなって、本当に神様を愛するものとなることを望んでおられるのです。それが人々を愛するものへと換えていくことにもなるのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。今日のみ言葉に感謝いたします。私達は形にとらわれやすいものです。その形に添って行うことで安心し、また人を裁いてしまうものです。ですが、あなたは形ではなく、私達の心の奥底を見られる方です。本当にあなたの御心を行っているかどうかを見られる方です。神様、どうか形にとらわれることなく、形に惑わされること無く、あなたの御心を行うものとさせてください。私達の内面には、多くの悪い思いに汚されたものがありますが、どうかあなたの恵みによって清められますように。イエスキリストの十字架を見上げて清められますように導いてください。まず小さなことから忠実に行うことができますように。
　日本の社会が、あなたによって祝されますように。多くの災害により、力を失った人々に希望と力とを与えてくださいますように。これらのことを通して、どうか新しい日本が蘇りますように。また世界でもいろいろな問題が起こっていますが、一人ひとりの魂が清められて、平和を実現することができますように。この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

（（聖書の箇所））
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マコ 7:1　ファリサイ派の人々と数人の律法学者たちが、エルサレムから来て、イエスのもとに集まった。

マコ 7:2　そして、イエスの弟子たちの中に汚れた手、つまり洗わない手で食事をする者がいるのを見た。

マコ 7:3　――ファリサイ派の人々をはじめユダヤ人は皆、昔の人の言い伝えを固く守って、念入りに手を洗ってからでないと食事をせず、

マコ 7:4　また、市場から帰ったときには、身を清めてからでないと食事をしない。そのほか、杯、鉢、銅の器や寝台を洗うことなど、昔から受け継いで固く守っていることがたくさんある。――

マコ 7:5　そこで、ファリサイ派の人々と律法学者たちが尋ねた。「なぜ、あなたの弟子たちは昔の人の言い伝えに従って歩まず、汚れた手で食事をするのですか。」

マコ 7:6　イエスは言われた。「イザヤは、あなたたちのような偽善者のことを見事に預言したものだ。彼はこう書いている。『この民は口先ではわたしを敬うが、／その心はわたしから遠く離れている。

マコ 7:7　人間の戒めを教えとしておしえ、／むなしくわたしをあがめている。』

マコ 7:8　あなたたちは神の掟を捨てて、人間の言い伝えを固く守っている。」

マコ 7:9　更に、イエスは言われた。「あなたたちは自分の言い伝えを大事にして、よくも神の掟をないがしろにしたものである。

マコ 7:10　モーセは、『父と母を敬え』と言い、『父または母をののしる者は死刑に処せられるべきである』とも言っている。

マコ 7:11　それなのに、あなたたちは言っている。『もし、だれかが父または母に対して、「あなたに差し上げるべきものは、何でもコルバン、つまり神への供え物です」と言えば、

マコ 7:12　その人はもはや父または母に対して何もしないで済むのだ』と。

マコ 7:13　こうして、あなたたちは、受け継いだ言い伝えで神の言葉を無にしている。また、これと同じようなことをたくさん行っている。」

マコ 7:14　それから、イエスは再び群衆を呼び寄せて言われた。「皆、わたしの言うことを聞いて悟りなさい。

マコ 7:15　外から人の体に入るもので人を汚すことができるものは何もなく、人の中から出て来るものが、人を汚すのである。」†

マコ 7:17　イエスが群衆と別れて家に入られると、弟子たちはこのたとえについて尋ねた。

マコ 7:18　イエスは言われた。「あなたがたも、そんなに物分かりが悪いのか。すべて外から人の体に入るものは、人を汚すことができないことが分からないのか。

マコ 7:19　それは人の心の中に入るのではなく、腹の中に入り、そして外に出される。こうして、すべての食べ物は清められる。」

マコ 7:20　更に、次のように言われた。「人から出て来るものこそ、人を汚す。

マコ 7:21　中から、つまり人間の心から、悪い思いが出て来るからである。みだらな行い、盗み、殺意、

マコ 7:22　姦淫、貪欲、悪意、詐欺、好色、ねたみ、悪口、傲慢、無分別など、

マコ 7:23　これらの悪はみな中から出て来て、人を汚すのである。」
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